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２
、
装
丁
・
写
真
が
美
し
い
。

　

花
の
写
真
で
最
も
難
し
い
の
が
色
彩
。特
に
青
・
青
紫
・

紅
色
の
花
は
、実
物
を
再
現
す
る
の
が
難
し
い
。蓮
に
は
、

マ
ゼ
ン
タ
（
赤
紫
・
紅
桃
）
の
花
色
が
多
い
為
、
実
物

よ
り
淡
い
色
に
写
り
易
い
。
本
の
写
真
は
花
色
の
再
現

に
気
を
遣
っ
て
い
る
。

惜
し
ま
れ
る
点
。

１
、
説
明
の
補
足
を
希
望
す
る
。　

Ｑ
０
４
４
「
蓮
の

香
水
」
の
価
格
を
載
せ
て
ほ
し
い
。
Ｑ
０
９
８
、０
９
９

に
あ
る
海
外
の
蓮
専
門
書
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に

ペ
ー
ジ
の
一
部
で
も
訳
し
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
、
資
料
リ
ス
ト
が
無
い
。　

こ
の
本
の
完
成
に
は
、

膨
大
な
資
料
・
文
献
を
参
考
に
し
た
事
が
窺
え
る
。
情

報
の
出
典
や
参
考
文
献
の
リ
ス
ト
を
全
て
載
せ
て
ほ
し

か
っ
た
。

３
、執
筆
者
の
名
前
。　

ど
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
が
誰
な
の
か
、

明
確
に
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

　

編
集
後
記
に
「
会
員
諸
兄
姉
は
じ
つ
に
多
士
済
々
」

と
有
り
、「
そ
の
力
を
結
集
す
れ
ば
」
と
も
あ
る
。
今
後

は
、
よ
り
多
く
の
才
能
＝
会
員
が
協
力
し
あ
っ
て
活
動

出
来
る
日
の
実
現
を
ね
が
う
。

ネ
ッ
ト
に
於
け
る
感
想
の
様
子

栃
木
県
芳
賀
町
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

蓮
の
世
界
の
原
産
地
や
蓮
の
実
か
ら
開
花
さ
せ
る

方
法
、
世
界
各
地
の
蓮
の
切
手
、
専
門
書
な
ど
、
蓮
に

関
す
る
一
〇
〇
の
不
思
議
を
写
真
と
共
に
紹
介
。
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価
格 

３
２
３
２
円 

配
送
料
３
４
０
円

　

コ
メ
ン
ト
…
新
品
未
読
商
品
希
少
品
の
た
め
定
価

（
２
８
３
５
円
）
よ
り
も
高
額
で
す
が
、
ご
検
討
を
。
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現
在
書
棚
は
、
花
卉
園
芸
で
す
。
在
庫
な
し　

現
在

こ
の
商
品
は
ご
注
文
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
本
書
が
蓮
の

花
の
見
直
し
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

『
蓮
文
化
だ
よ
り
14
号
』
発
行

　
『
蓮
文
化
だ
よ
り
14
号
』
の
編
集
は
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
。
今
号
に
は
21
名
よ
り
玉
稿
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
特
集
は
「
中
国
、
ロ
シ
ア
の
北
限
の
蓮
調
査
」
で

す
。
北
緯
45
度
の
ハ
ル
ピ
ン
か
ら
北
緯
47
度
の
ロ
シ
ア
の

ビ
ロ
ビ
ジ
ャ
ン
付
近
の
湖
に
広
が
る
野
生
蓮
調
査
で
す
。

ま
た
、
今
は
、
ほ
と
ん
ど
が
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
、

俵
屋
宗
達
が
下
絵
を
描
き
、
本
阿
弥
光
悦
が
百
人
一
首
を

書
い
た
『
蓮
下
絵
和
歌
集
』
の
モ
ノ
ク
ロ
の
画
巻
が
残
っ

て
い
ま
す
の
で
、
全
容
を
紹
介
し
ま
す
。
現
在
諸
処
に

九
点
程
の
断
巻
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
カ
ラ
ー

で
紹
介
し
ま
す
。

新
会
員
紹
介
（
10
月
～
11
月
に
入
会
さ
れ
た
方
）

村
上
順
子　

〒
三
〇
九 

‐ 

一
七
＊
＊

　

茨
城
県
笠
間
市
＊
＊
＊
‐
＊
‐
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＊

　

電　

話　

０
２
９
６ 

‐  

＊
＊ 

‐ 

＊
＊
＊
＊
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修　
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二
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＊

　

神
奈
川
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＊
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＊
＊
＊
＊
＊
＊
‐
＊
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電
話　

０
４
２
‐
＊
＊
＊
‐
＊
＊
＊
＊

『
蓮
一
〇
〇
の
不
思
議
』
の
出
版
に
つ
き
ま
し
て
は
、

多
数
の
会
員
の
ご
協
力
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
在
庫
が
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
再
版
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
が
、
ご
希
望
の
方
は

早
め
に
出
帆
新
社
へ
。

　

中
尾
紗
英
子
会
員
、
読
者
、
ネ
ッ
ト
に
感
想
な
ど
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

好
し
か
っ
た
点
。

１
、
科
学
的
な
説
明
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

Ｑ
０
１
１
、
Ｑ
０
１
２
、
Ｑ
０
２
２
、
Ｑ
０
３
１
等
。

「
蓮
が
最
新
の
科
学
、
化
学
、
薬
学
の
分
野
か
ら
研
究

さ
れ
る
」
の
が
興
味
深
い
。
蓮
の
科
学
研
究
の
成
果
が
、

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
分
野

で
評
価
さ
れ
、
社
会
や
生
活
に
役
立
つ
新
製
品
（
発
明
）

と
し
て
次
々
に
登
場
す
る
日
を
待
っ
て
い
る
。

　

師
走
に
な
り
、
な
に
か
と
ご
多
忙
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
が
、
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
今
年
も

蓮
文
化
研
究
会
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
一
月
に
は
総
会
が
あ
り
ま
す
、
是
非
ご
出

席
く
だ
さ
い
。
蓮
通
信
46
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

第
12
回
蓮
文
化
研
究
会
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

日　

時　

２
０
１
０
年
１
月
23
日
（
土
）

　

開　

場　

13
時

　

総　

会　

13
時
15
分
～
14
時

　
　
　
　
　

引
き
続
き
蓮
の
情
報
交
換
会　

　

講
演
会　

15
時
00
分
～
16
時
30
分　

　

講　

師　

会
員
有
志

　

演　

題　
「
中
国
と
ロ
シ
ア
の
北
限
の
蓮
」

　

場　

所　

豊
島
区
立
勤
労
福
祉
会
館
６
階
第
７
会
議
室

　
　
　
　
　

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
二 

‐ 

三
七 

‐ 

四

　
　
　
　
　

電
話　

０
３ 

‐ 
３
９
８
０ 

‐ 

３
１
３
１

　

懇
親
会　
17
時
頃
よ
り
池
袋
近
く
の
居
酒
屋
で
新
年

　
　
　
　
　

の
懇
親
会
を
開
き
ま
す
。
ご
参
加
下
さ
い
。

　

会　

費　

四
、〇
〇
〇
円

※
総
会
及
び
懇
親
会
に
ご
出
席
の
方
は
、
１
月
15
日
ま

　

で
に
同
封
ハ
ガ
キ
に
て
事
務
局
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

※
総
会
に
ご
欠
席
の
方
は
１
月
15
日
ま
で
に
、
同
封
の

　

委
任
状
に
ご
記
入
の
上
ご
返
送
下
さ
い
。

※
総
会
に
は
多
く
の
方
々
の
出
席
を
願
っ
て
い
ま
す
。  

　

会
員
の
方
で
、
ま
だ
お
会
い
し
て
い
な
い
方
も
大
勢

　

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
特
に
関
東
在
住
の
方
や
お
時

　

間
の
都
合
の
つ
く
方
は
ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
。

講
演
会　

　

今
回
「
中
国
と
ロ
シ
ア
の
北
限
の
蓮
調
査
」
に
参
加

さ
れ
た
方
々
が
『
蓮
文
化
だ
よ
り
』
に
、
調
査
報
告
を

寄
稿
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の
都
合
で
紹
介
で
き
な
か
っ

た
事
や
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
写
真
な
ど
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

講　

師　

南 

定
雄
、三
浦
功
大
、池
上
正
治
、千
島
秀
元
、

上
村
皓
彦
、
土
肥
哲
英
、
山
本
和
喜
、
そ
の
他
。
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11
月
末
の
会
員
数

　

現
在
の
会
員
数
は
？
？
？
名
で
す
。
会
員
名
簿
は
一
月
末
発
行

予
定
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
総
会
委
任
状
に
名
簿
希
望
と
お
書

き
下
さ
い
。
２
月
初
旬
発
行
の
総
会
報
告
書
に
同
封
し
ま
す
。

土
肥
哲
英
理
事
「
さ
く
や
こ
の
花
館
」

　

２
０
０
９
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
海
外
優
秀
賞　

　

今
夏
、
中
国
・
ロ
シ
ア
の
北
限
の
蓮
調
査
の
時
、
黒
龍
江
省
の

東
端
、月
牙
湖
で
撮
影
し
た
作
品
が
海
外
で
撮
影
し
た
部
門
の
「
海

外
優
秀
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。（
写
真
左
）

お
で
ん
の
名
称　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

三  

浦  

功  

大

　

師
走
に
な
り
温
か
い
「
お
で
ん
」
の
美
味
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
お
で
ん
の
名
称
が
蓮
の
実
飛
ぶ
か
ら
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
古

河
三
樹 

著『
図
説
庶
民
芸
能
江
戸
の
見
世
物
』（
雄
山
閣
１
９
８
２
年
）

の
「
蓮
飛
」
の
項
に
次
の
よ
う
に
載
っ
て
い
ま
し
た
。

　

蓮
飛
（
れ
ん
と
び
）
連
飛
と
も
書
い
て
、
も
と
田
楽
に
付
属
し

た
高
足
伎
の
一
転
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

元
来
高
足
伎
は
、
奈
良
朝
時
代
に
支
那
伝
来
の
散
楽
雜
戯
の
一

種
で
あ
っ
た
が
、
平
安
時
代
に
至
っ
て
田
楽
の
付
属
に
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。
故
に
蓮
飛
は
蜘
舞
（
綱
渡
り
、
竿
登
り
、
と
ん
ぼ
返

り
、
な
ど
の
諸
技
を
取
り
入
れ
た
技
）
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
く
、

蜘
舞
と
共
に
田
楽
法
師
が
錬
磨
し
た
結
果
、
田
楽
か
ら
分
離
独
立

し
て
、
勧
進
興
行
し
た
も
の
ら
し
い
。

　
『
嬉
遊
笑
覧
』
に
「
し
き
り
に
飛
の
義
に
は
あ
ら
で
、
蓮
の
実

の
か
た
な
る
べ
し
。」
ま
た
『
洛
陽
集
』（
延
宝
八
年
）
に
「
軽
業

朋
あ
り
遠
方
よ
り
来
た
る

　
「
朋
あ
り
遠
方
よ
り
来
た
る　

ま
た
楽
し
か
ら
ず
や
」
と
、

い
う
の
は
『
論
語
・
学
而
』
の
名
句
で
す
。
そ
れ
を
フ
ラ
ン
ス

語
で
ど
う
い
う
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
去
る
11
月
11
日
の
夜
、

池
袋
で
、
そ
ん
な
交
歓
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
在

住
の
会
員
で
、
言
語
学
者
で
、
画
家
の
ヴ
ィ
ラ
ー
雅
子
さ
ん
を

囲
ん
で
、
有
志
た
ち
が
集
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
彼
女
は
会
誌
13

号
に
「
フ
ラ
ン
ス
の
蓮
祭
り
」「
フ
ラ
ン
ス
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

初
め
て
野
外
で
蓮
の
花
が
咲
く
」
と
い
う
２
力
作
を
寄
せ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
10
月
、
例
会
（
第
42
回
）
で
も
話
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
10
月
の
例
会
に
出
席
予
定
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
11
月

の
帰
国
に
な
り
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
参
加
者
９
人
の
自
己

紹
介
の
後
、
ヴ
ィ
ラ
ー
さ
ん
の
話
が
弾
み
ま
し
た
。
蓮
と
の
関

わ
り
は
約
四
〇
年
前
、
生
地
の

酒
田
（
山
形
県
）
で
の
お
盆
か

ら
始
ま
り
、
ル
ク
ソ
ー
ル
（
エ

ジ
プ
ト
）
で
ロ
ー
タ
ス
と
の
鮮

烈
な
出
合
い
、
さ
ら
に
は
画
業

の
な
か
の
蓮
、
文
献
学
的
な
蓮

の
探
求
、
蓮
文
研
と
の
出
会
い

な
ど
…
。
今
後
と
も
成
果
を
期

待
し
、
再
会
を
約
束
し
て
の
お

開
き
で
し
た
。

蓮
の
カ
レ
ン
ダ
ー
頒
布

  

宇
都
宮
城
跡
蓮
池
再
生
検
討

委
員
会
主
催
、「
第
七
回
栃
木

花
蓮
写
真
展
」
で
上
位
入
賞
作

品
と
、
与
謝
蕪
村
の
俳
句
を
組

合
わ
せ
た
、
２
０
１
０
年
版
の

カ
レ
ン
ダ
ー
が
出
来
ま
し
た
。

頒
布
し
ま
す
。

版
形　

A4
判 

横 

８
枚
16
面

価
格　

１
０
０
０
円 

送
料
込

申
込　

問
合
せ  

印
南
理
事
へ

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

  

０
２
８
‐
６
６
３
‐
１
３
１
３

は
蓮
の
実
よ
り
事
起
れ
り
」
と
あ
る
か
ら
、
演
者
が
高
足
に
の
っ

て
、
飛
び
跳
ね
る
有
様
は
、
さ
な
が
ら
蓮
の
実
の
飛
ぶ
様
で
あ

る
と
の
意
味
か
、
或
い
は
連
（
つ
づ
）
け
さ
ま
に
飛
ぶ
と
い
う

こ
と
か
ら
、
曲
飛
び
の
芸
を
命
名
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

古
く
か
ら
京
都
の
四
条
河
原
で
興
行
し
て
い
て
、
万
治
元
年
本

『
野
良
犬
』
京
都
吉
兵
衛
座
の
条
に
、「
れ
ん
と
び
権
之
助
内
加
川

右
近
」
と
あ
り
、、
ま
た
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
に
、
れ

ん
と
び
の
名
代
と
し
て
唐
人
与
左
衛
門
な
る
者
が
い
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
る
か
ら
、万
治
寛
文
年
間
に
は
、す
で
に
俗
人
の
手
に
移
っ

て
見
世
物
小
芝
居
で
興
行
さ
れ
た
が
、
享
保
頃
に
は
蓮
飛
人
形
と

い
う
玩
具
に
作
ら
れ
る
程
の
流
行
を
き
わ
め
た
。
だ
が
、
宝
暦
期

に
至
り
蓮
飛
の
芸
も
こ
の
名
称
も
滅
ん
だ
こ
と
は『
歌
舞
伎
事
始
』

（
宝
暦
12
年
）
に
、「
蓮
飛
唐
人
与
左
衛
門
今
は
無
し
」
と
、
す
で

に
そ
の
名
代
の
断
絶
し
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
な
お
『
好
色
一

代
男
』（
天
和
２
年
）
江
戸
茶
屋
の
条
に
、「
品
川
の
れ
ん
と
び
」

と
あ
り
、『
寛
潤
平
家
物
語
』（
宝
永
７
年
）
に
、「
目
黒
の
茶
屋

女
品
川
れ
ん
と
び
」
と
私
娼
の
異
名
を
あ
げ
て
い
る
。

　

蓮
飛
と
い
う
も
の
は
、
元
来
種
々
の
曲
芸
的
要
素
を
持
っ
て
い

る
田
楽
か
ら
選
び
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
本
の
棒

に
横
木
を
打
ち
つ
け
、
そ
れ
に
乗
っ
て
一
本
足
で
飛
び
歩
く
曲
芸

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
田
楽
の
諸
芸
の
中
で
も
印
象
的
で
あ
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
、
田
楽
刺
し
と
い
う
言
葉
も
生
れ
、
ま
た
豆
腐
に
串
を

刺
し
て
焼
い
て
味
噌
を
つ
け
た
も
の
を
田
楽
と
言
っ
た
の
は
、
こ

の
形
が
串
に
刺
し
た
豆
腐
の
形
に
似
て
い
る
か
ら
で
、お
で
ん（
お

田
楽
）
と
い
う
食
物
の
名
称
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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鳴
り
、高
級
車
。
後
部
座
席
の
人
を
、見
る
と
も
な
し
に
見
た
李
が
、

大
声
で
「
方
堅
強
、
お
前
も
偉
く
な
っ
た
も
ん
だ
な
！
」
と
。
唖

然
と
す
る
門
衛
を
尻
目
に
、
２
人
を
の
せ
た
車
は
、
敷
地
内
へ
。

　

方
「
い
つ
ま
で
も
、
あ
ん
な
狭
い
面
積
で
満
足
し
て
い
な
い
で
、

蓮
池
を
拡
大
し
、
ホ
テ
ル
で
も
建
て
て
、
大
儲
け
し
な
よ
」

　

李
「
お
前
は
、
口
を
開
け
ば
、
商
品
化
だ
、
金
儲
け
だ
と
、
そ

れ
は
資
本
家
の
理
論
だ
。
お
れ
は
蓮
の
研
究
を
し
て
る
ん
だ
か
ら
」

　

こ
ん
な
会
話
を
す
る
２
人
で
あ
る
。
出
身
は
農
民
だ
が
、
20
年

以
上
も
前
、
試
験
に
合
格
し
て
「
幹
部
」
に
な
り
、
と
も
に
苦
労

を
し
た
仲
だ
。
不
動
産
業
へ
と
転
身
し
た
方
は
「
左
う
ち
わ
」
と

な
り
、
李
は
そ
の
後
も
農
業
に
。
今
日
の
目
的
は
「
蓮
の
品
種
の

申
請
な
ど
」
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、李
と
蓮
の
関
係
、あ
る
日
の
「
幻

影
」、
そ
し
て
妻
と
な
っ
た
阿
蓮
と
の
出
合
い
は
、
こ
う
だ
。

　

蓮
を
植
え
て
、
そ
の
花
を
観
る
、
そ
れ
こ
そ
が
李
の
念
願
で
あ

る
。
花
の
色
の
多
様
性
に
、
彼
は
深
く
惹
か
れ
た
。
蓮
を
植
え
て

二
〇
年
に
な
る
が
、
も
し
食
用
の
蓮
だ
け
だ
っ
た
ら
、
と
う
の
昔
に
、

蓮
な
ど
止
め
て
い
た
だ
ろ
う
。
毎
年
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
に
無

か
っ
た
色
の
蓮
が
咲
く
。
も
っ
と
多
く
、と
い
う
の
が
彼
の
希
望
だ
。

青
い
蓮
は
？ 

と
彼
が
思
い
た
っ
た
の
は
、
い
つ
だ
っ
た
ろ
う
か
。

そ
れ
は
お
寺
か
ら
の
帰
り
道
だ
っ
た
よ
う
だ
。
あ
る
感
覚
と
い
う

か
、
幻
影
の
よ
う
な
も
の
が
、
彼
を
襲
っ
た
…
…
青
い
蓮
の
花
の

う
え
で
、
真
っ
赤
な
衣
装
の
女
が
踊
っ
て
い
る
！

そ
の
直
後
、
彼
は
、
あ
る
女
性
と
遭
遇
す
る
。
ほ
っ
そ
り
と
し
た

体
に
、
赤
い
ブ
ラ
ウ
ス
を
着
て
お
り
、
そ
の
名
も
「
阿
蓮
」
だ
と

い
う
。
李
は
瞬
間
的
に
、
嫁
さ
ん
に
し
よ
う
、
と
決
め
た
。

　

さ
ら
に
作
中
で
は
、李
が
作
り
だ
し
た
新
品
種
の
「
江
南
好
」
や
、

お
気
に
い
り
の
「
並
蒂
蓮
」、
さ
ら
に
は
「
プ
ジ
ャ
ヘ
蓮
」
な
ど
の

描
写
が
あ
る
。
並
蒂
蓮
を
例
に
と
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
た
ま
に
で
る
）
並
蒂
蓮
を
、
李
は
食
い
入
る
よ
う
に
凝
視
す
る
。

そ
れ
は
２
つ
花
托
を
も
っ
て
お
り
、
花
び
ら
も
、
ち
ょ
う
ど
一

対
と
な
っ
て
い
る
。
蓮
に
も
心
が
あ
る
と
、
彼
は
信
じ
て
い
る
。

偶
然
の
こ
と
、
蓮
の
花
に
触
れ
た
り
す
る
と
、
ま
る
で
震
え
る

よ
う
に
動
く
。
そ
れ
は
花
が
喜
ん
で
い
る
か
ら
だ
、
と
李
は
思
う
。

　

女
房
の
阿
蓮
が
喜
ぶ
こ
と
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
旦
那
が
蓮
に

見
入
り
、
夢
中
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
き
で
あ
る
。
彼
が

夢
中
に
な
り
、
忘
我
の
境
地
に
な
る
の
は
、
２
つ
の
場
合
だ
。

　

儲
福
金 

著
（
中
国
『
小
説
月
報
』

　
　
　
　
　
　
　

   

２
０
０
９
年
第
７
期
）

　

 
蓮　

舞  

（
短
編
小
説
）

　　

中
国
の
小
説
が
好
き
と
い
う
人
な
ら
、
き
っ
と
『
小
説
月
報
』

を
定
期
購
読
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
全
国
の
各
地
で
「
雨
の
後
の
タ

ケ
ノ
コ
」
の
よ
う
に
発
表
さ
れ
る
小
説
（
お
も
に
中
編
と
短
編
）

の
中
か
ら
厳
選
し
、
レ
ベ
ル
以
上
の
も
の
を
再
録
し
て
い
る
か
ら

だ
。
主
管
＝
天
津
市
新
聞
出
版
局
、
出
版
＝
百
花
文
芸
出
版
社
で
、

毎
月
の
１
日
に
発
行
、
定
価
が
６
・
５
元
（
約
１
０
０
円
）。

　

日
本
ま
で
取
り
寄
せ
て
い
る
『
小
説
月
報
』
だ
が
、
到
着
し
た

日
に
ざ
っ
と
目
次
を
見
る
く
ら
い
で
、
ふ
だ
ん
精
読
す
る
こ
と
は

あ
ま
り
な
い
。
だ
が
、
今
度
ば
か
り
は
例
外
だ
っ
た
。

「
蓮
舞
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
、
目
に
飛
び
こ
ん
で
き
た
か
ら
で

あ
る
。
著
者
の
儲
福
金
（
チ
ュ
ー
・
フ
ー
チ
ン
）
も
初
め
て
み
る

名
前
だ
。
一
気
に
読
ん
だ
。
赤
鉛
筆
を
も
ち
、
主
人
公
や
重
要
な

シ
ー
ン
に
赤
線
を
引
き
な
が
ら
、も
う
一
回
。A5
版
で
６
頁
と
い
う
、

小
小
説
だ
が
、
著
者
の
蓮
に
た
い
す
る
知
識
は
、
ハ
ン
パ
で
は
な

い
。し
か
も
最
近
の
農
村
で
、蓮
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
、

そ
れ
を
知
る
う
え
で
は
格
好
の
内
容
で
あ
る
よ
う
に
、
思
わ
れ
る
。

　

そ
ん
な
理
由
か
ら
、
こ
の
「
蓮
舞
」
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

　

主
人
公
＝
李
尋
常
（
リ
ー
・
シ
ュ
ン
チ
ャ
ン
）
農
民
か
ら
「
幹

部
」
に
な
り
、
ご
縁
あ
っ
て
20
年
ほ
ど
蓮
に
い
れ
込
ん
で
い
る
。

阿
蓮
（
ア
・
リ
エ
ン
）
＝
李
の
妻
で
、
善
良
か
つ
純
朴
な
性
格
。

　

方
堅
強
（
フ
ァ
ン
・
チ
エ
ン
チ
ア
ン
）
＝
李
の
年
来
の
友
人
。

　

達
西
（
ジ
ャ
シ
）
＝
チ
ベ
ッ
ト
族
で
、李
が
プ
ジ
ャ
ヘ
（
雲
南
）

ま
で
蓮
を
調
べ
に
い
っ
て
知
り
合
う
。
神
出
鬼
没
の
旅
人
。

　

登
場
人
物
は
こ
の
４
人
。
文
頭
で
は
、
蓮
の
花
束
を
手
に
し
た

李
が
、
村
役
場
の
玄
関
に
登
場
。
浅
黒
い
顔
、
そ
の
身
な
り
が
農

民
然
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
門
衛
が
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
。
李

が
こ
こ
に
来
る
の
は
初
め
て
で
は
な
い
が
、
今
日
の
門
衛
は
知
り

合
い
で
は
な
い
。サ
ァ
ー
困
っ
た
と
思
っ
て
い
る
と
、携
帯
が
鳴
る
。

妻
の
阿
蓮
か
ら
で
、
帰
っ
て
こ
い
、
と
い
う
の
だ
。
仕
方
な
し
に

李
は
、
く
だ
ん
の
花
束
を
門
衛
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
な
が
ら
、

「
こ
れ
ね
、
千
弁
蓮
と
い
う
の
、
ほ
ら
、
い
い
香
り
だ
ろ
う
。
た
く

さ
ん
花
び
ら
が
あ
っ
て
、
綺
麗
だ
し
、
食
べ
ら
れ
る
ん
だ
よ
」

と
言
い
お
い
て
、
帰
ろ
う
と
す
る
。
背
後
で
、
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

１
つ
は
蓮
の
花
に
魅
せ
ら
れ
て
い
る
時
、
も
う
１
つ
は
本
を
読

ん
で
い
る
時
、
だ
。

ど
う
や
ら
李
は
、
た
だ
の
蓮
農
で
は
な
い
よ
う
だ
。「
お
れ
の
話
に

は
、
文
化
と
い
う
も
の
が
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
彼
の
口
ぐ
せ
だ
っ

た
。
旦
那
の
話
は
と
き
に
、
女
房
の
理
解
レ
ベ
ル
を
越
え
る
が
、

そ
れ
が
ま
た
夫
へ
の
敬
意
を
増
幅
さ
せ
る
の
だ
っ
た
。

今
回
は
紙
幅
の
都
合
で
パ
ー
ト
訳
だ
が
、
末
尾
は
、
感
動
的
だ
。

（
風
の
ご
と
く
に
来
訪
し
た
）
達
西
を
、
李
は
自
宅
の
蓮
池
ち
か

く
の
亭
（
あ
ず
ま
や
）
に
誘
い
、
一
席
を
設
け
る
…
ま
ず
は
、
清

涼
感
の
あ
る
荷
葉
茶
を
一
杯
…
そ
れ
か
ら
阿
蓮
の
手
作
り
の
料
理

が
つ
づ
く
…
蓮
子
ス
ー
プ
、
蓮
の
花
を
あ
し
ら
っ
た
冷
菜
、
蓮
の

茎
の
炒
め
物
、
蜂
蜜
づ
け
の
レ
ン
コ
ン
、
レ
ン
コ
ン
の
飴
煮
、
レ

ン
コ
ン
い
り
ク
レ
ー
プ
、
も
ち
米
を
つ
め
た
レ
ン
コ
ン
蒸
、
蓮
の

葉
ち
ま
き
、
蓮
の
葉
で
つ
つ
ん
だ
焼
鳥
、
蓮
の
花
を
浮
か
せ
た
ス
ー

プ
等
…
。

「
旅
は
い
い
。
西
蔵
で
は
空
と
高
原
が
つ
な
が
っ
て
お
り
、
新
疆

に
は
無
限
の
砂
漠
が
、
東
北
で
は
見
は
る
か
す
黒
土
…
」
と
達
西
。

「
お
れ
が
好
き
な
の
は
、
こ
の
自
分
の
蓮
池
で
、
蓮
を
な
が
め
る

こ
と
だ
。
見
ろ
！ 

風
に
舞
う
蓮
を
。
蓮
の
花
に
は
魂
が
あ
り
、

仔
細
に
な
が
め
れ
ば
、
蓮
の
な
か
に
天
地
自
然
が
あ
る
…
」
と
李
。

　

興
に
の
っ
た
達
西
が
、
蓮
の
葉
の
う
え
に
酒
を
そ
そ
ぐ
。
多
す

ぎ
て
、
こ
ぼ
れ
そ
う
に
な
り
、
急
い
で
呑
も
う
と
す
る
達
西
。
こ

ぼ
し
な
が
ら
も
酒
を
す
す
っ
た
た
め
、
咳
き
こ
む
。
大
笑
い
す
る

李
夫
妻
。

「
こ
れ
は
、
夢
か
？
」
と
達
西
。
か
す
か
に
首
を
ふ
る
李
…
。

　

よ
く
呑
ん
だ
、
よ
く
喰
っ
た
。
李
は
達
西
の
肩
を
と
り
、
蓮
池

の
淵
ち
か
く
を
歩
き
は
じ
め
た
。
月
下
の
観
蓮
、
で
あ
る
。
新
し

く
作
り
だ
し
た
品
種
の
蓮
を
、
懐
中
電
灯
で
照
ら
し
な
が
ら
、
説

明
す
る
が
、
ど
ち
ら
も
千
鳥
足
だ
。
左
右
に
、
前
後
に
、
揺
れ
動

く
２
人
の
酔
漢
。
そ
の
姿
が
月
光
に
照
ら
し
だ
さ
れ
、
蓮
の
池
に

映
る
。
あ
た
か
も
蓮
と
と
も
に
舞
っ
て
い
る
よ
う
で
は
な
い
か
！

　

そ
の
背
後
か
ら
、
笑
い
な
が
ら
、
く
ど
く
ど
言
い
な
が
ら
も
、

そ
っ
と
付
い
て
い
く
阿
蓮
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

作
者
の
儲
福
金
は
、
１
９
５
２
年
上
海
う
ま
れ
、
南
京
大
学

（
中
文
系
）
卒
、
長
編
小
説
『
心
之
門
』
な
ど
多
数
、
一
級
作
家
、

江
蘇
省
作
家
協
会
副
主
席
、
宜
興
に
在
住
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    （
文
責
＝
池
上
正
治
）
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蓮
仲
間
の
金
子
明
雄
さ
ん
（
京
都
府
立
植
物
園
）
か
ら
、「
遅

く
な
り
ま
し
た
…
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
き
た
。
あ
る
大
学
で
、

二
十
五
菩
薩
来
迎
会
を
や
る
と
い
う
の
だ
。
ま
さ
か
？ 

い
く
ら
京

都
で
も
、寺
な
ら
ぬ
学
園
で
「
お
練
を
」
？ 

と
い
う
気
持
ち
で
あ
る
。

現
地
ま
で
確
認
す
る
と
、
そ
れ
は
正
し
い
情
報
だ
っ
た
。

　

10
月
30
日
、
東
京
駅
か
ら
７
時
の
「
の
ぞ
み
」
に
乗
る
。
京
都
着

は
９
時
20
分
、
近
鉄
に
乗
り
換
え
て
、
20
分
ほ
ど
、
向
島
（
宇
治
市
）

で
降
り
る
。
あ
と
は
テ
ク
シ
ー
で
、
団
地
や
ゴ
ル
フ
場
、
市
民
農

園
ら
し
き
緑
地
を
見
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
。
初
め
て
の
場
所
を
、

そ
ぞ
ろ
歩
く
の
は
、
年
来
の
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。

　
「
京
都
文
京
短
期
大
学
は
、
こ
の
道
で
い
い
で
す
か
？
」

と
、
一
本
道
な
の
だ
が
、
念
の
た
め
に
、
聞
い
て
み
る
。
返
っ
て

く
る
言
葉
が
耳
に
優
し
い
の
も
、
ま
た
嬉
し
い
こ
と
だ
。

　

そ
れ
は
学
園
祭
の
な
か
の
文
化
公
演
「
二
十
五
菩
薩
来
迎
会
」

だ
っ
た
。
学
園
祭
の
な
か
に
身
を
お
く
の
は
、
何
十
年
か
ぶ
り
だ
。

と
て
も
華
や
か
な
の
は
、
女
子
学
生
が
多
い
か
ら
だ
ろ
う
。
通
路

の
両
側
に
は
ズ
ラ
リ
と
屋
台
が
な
ら
ぶ
。
食
欲
は
若
者
の
特
権
だ
。

　

こ
ち
ら
が
目
ざ
す
「
同
昌
館
」
は
、
そ
の
賑
わ
い
の
奥
に
あ
り
、

一
階
が
落
ち
つ
い
た
講
堂
だ
っ
た
。
演
台
ま
で
３
㍍
ほ
ど
の
最
前

席
に
陣
ど
る
。
開
演
の
11
時
ま
で
30
分
ほ
ど
あ
り
、
振
り
向
け
ば
、

来
客
は
50
人
ほ
ど
だ
。
そ
の
４
倍
ほ
ど
の
空
席
が
あ
る
。

　

開
演
に
先
だ
ち
、
安
本
学
長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
❶
。
ご
自
身

が
こ
の
行
事
に
非
常
に
関
心
を
も
ち
、
機
会
が
あ
れ
ば
「
お
練
」

の
現
場
ま
で
足
を
運
ば
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
で
、
納
得
だ
。

　

解
説
が
あ
っ
た
。
二
十
五
菩
薩
来
迎
会
の
歴
史
と
現
代
的
な

  
　
ま
だ
あ
っ
た
「
お
練
」

　

― 
学
園
祭
の
な
か
の
二
十
五
菩
薩
来
迎
会 

―

　
「
こ
れ
で
全
て
『
お
練
』
を
観
た
こ
と
に
」
と
会
誌
の
第
13
号
に

書
い
た
こ
と
を
、後
悔
し
な
が
ら
の
京
都
行
と
な
っ
た
。あ
え
て「
全

て
」と
タ
イ
ト
ル
に
書
い
た
の
に
は
、理
由
が
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
、

　

奈
良
の
當
麻
寺　

さ
す
が
「
本
家
」
に
は
千
年
の
歴
史
が
…

　

和
歌
山
の
得
生
寺　

少
女
た
ち
の
和
讃
が
あ
り
、
清
ら
か
…

　

岡
山
の
誕
生
寺　

け
っ
こ
う
長
い
道
を
歩
い
て
の
行
事
だ
…

　

兵
庫
の
太
山
寺　

少
人
数
だ
が
、
子
供
た
ち
が
元
気
一
杯
…

　

長
野
の
十
念
寺　

踊
り
念
仏
の
系
譜
に
あ
り
、
仮
面
を
拝
見
…

　

大
阪
の
大
念
仏
寺　

さ
す
が
見
せ
場
が
随
所
に
作
っ
て
あ
る
…

　

京
都
の
光
明
寺　

本
堂
を
周
回
し
て
の
華
麗
な
練
り
歩
き
だ
…

　

奈
良
の
久
米
寺　

仙
人
の
寺
で
は
、
大
盤
ぶ
る
ま
い
だ
っ
た
…

　

東
京
の
浄
真
寺　

３
回
の
移
動
が
あ
り
、
珍
し
い
様
式
だ
…

　

京
都
の
泉
涌
寺　

や
は
り
洗
練
さ
れ
、
山
伏
と
意
気
投
合
…

と
い
う
具
合
に
、
か
な
り
集
中
し
て
、
日
本
各
地
の
「
お
練
」
を
現

地
に
取
材
し
て
き
た
。
資
料
や
史
料
、
ネ
ッ
ト
画
面
に
は
、
こ
れ
以

外
に
も
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
、
現
場
と
コ
ン

タ
ク
ト
す
る
と
、
岡
山
県
の
弘
法
寺
や
奈
良
県
の
矢
田
寺
な
ど
の
よ

う
に
、「
休
止
中
で
す
」「
今
後
（
や
る
）
見
込
み
は
、
あ
り
ま
せ
ん
」

と
い
う
「
お
練
」
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
現
時
点
で
は
「
全
部
」

で
あ
ろ
う
と
判
断
し
、「
観
止
」
を
決
め
こ
ん
だ
の
だ
っ
た
。

意
義
は
、
映
像
を
用
い
な
が
ら
、
當
麻
寺
の
川
中
光
教
・
奥
院

住
職
の
担
当
で
あ
る
❷
。
こ
れ
以
上
の
「
役
者
」
は
な
い
だ
ろ

う
。
国
宝
の
曼
荼
羅
の
ほ
か
に
、３
本
の
レ
プ
リ
カ
が
あ
る
こ
と
、

そ
の
復
元
の
苦
労
や
前
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
は
興
味
ぶ
か
い

も
の
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
実
演
で
あ
る
。
し
か
も
、
観
音
菩
薩
を
演
じ
る
の
が
山
田

裕
清
さ
ん
、
勢
至
菩
薩
を
演
じ
る
の
が
下
村
雅
英
さ
ん
、
と
実
名
が

披
露
さ
れ
る
。
演
台
の
右
手
か
ら
、
和
讃
に
合
わ
せ
て
、
２
位
の

菩
薩
が
シ
ズ
シ
ズ
と
登
場
し
て
く
る
。
１
歩
進
ん
で
は
、
半
歩
も

ど
る
と
い
う
、
例
の
足
取
り
で
あ
る
。
力
の
い
る
姿
勢
だ
。
華
麗

な
衣
装
で
あ
り
、
金
面
で
あ
る
。
こ
の
新
面
に
つ
い
て
は
『
蓮
文
化

だ
よ
り
』
第
11
号
（
２
０
０
７
年
）
の
拙
稿
で
報
告
し
た
。

　

い
よ
い
よ
演
台
の
中
央
、
祭
壇
に
鎮
座
す
る
中
将
姫
を
、
蓮
華
座

に
移
す
瞬
間
で
あ
る
。
本
番
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
娑
婆
堂
で
行
な
わ

れ
る
た
め
、
一
般
の
参
観
客
か
ら
は
見
え
な
い
シ
ー
ン
だ
。
姫
の
像

と
蓮
華
座
を
さ
さ
げ
も
つ
観
音
、
そ
の
左
右
と
上
下
に
手
を
か
ざ
し

動
か
す
勢
至
❸
…
こ
の
秘
儀
を
目
の
ま
え
に
し
て
、
会
場
は
静
ま

り
返
っ
て
い
る
。
や
が
て
、
姫
の
像
を
高
く
か
か
げ
な
が
ら
❹
、

舞
台
の
左
手
へ
と
、
練
り
歩
い
て
退
場
す
る
菩
薩
た
ち
…
。
❺

　

至
近
距
離
か
ら
秘
儀
を
見
る
と
い
う
、
得
が
た
い
体
験
だ
っ
た
。

川
中
住
職
の
「
今
日
き
た
人
は
、
た
い
へ
ん
得
を
し
ま
す
」
と
い

う
話
は
、
そ
の
通
り
だ
っ
た
。
講
堂
を
で
る
と
、
そ
こ
は
学
園
祭

の
喧
騒
だ
っ
た
。
学
生
た
ち
に
も
「
お
練
」
を
見
せ
た
か
っ
た
、

な
ど
と
思
い
な
が
ら
、
帰
路
に
つ
い
た
。　
　
　

     



- ５ -

も
他
の
花
と
違
っ
た
心
の
感
受
が
あ
り
ま
す
。
散
ら
な
い
ま
ま

で
乾
燥
し
た
形
を
残
せ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
？
と
、
そ
の
興
味
は

気
持
ち
の
奧
に
留
ま
り
ま
し
た
。
蓮
の
心
を
譬
え
る
と
ど
の
よ
う

な
？
と
い
う
、
深
く
尽
き
な
い
関
心
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

蓮
花
は
４
日
間
の
美
し
く
も
、
は
か
な
い
命
で
す
。
う
～
ん
、

美
人
薄
命
か
な
…
。
と
、
思
い
を
巡
ら
せ
ば
、
豪
州
の
９
ヶ
月
も

次
々
咲
き
続
け
る
野
生
蓮
は
魅
力
的
で
す
が
、
日
本
、
中
国
に
お

け
る
一
夏
に
、
蓮
の
涼
感
は
や
は
り
格
別
。

　

敗
荷
は
有
終
の
美
を
思
わ
せ
ま
す
が
、
若
々
し
き
老
い
の
美
学

と
な
れ
ば
話
は
別
で
す
。

　

10
月
22
日
、
梅
の
木
が
か
な
り
葉
を
落
と
し
て
、
蓮
鉢
に
水
を

注
い
で
い
た
家
内
が
、「
お
父
さ
ん
重
台
蓮
が
咲
い
て
い
た
よ
！
」

　

も
う
こ
の
世
に
居
ら
れ
な
い
方
で
す
が
、
平
成
10
年
頃
に
富
士

宮
市
に
あ
る
「
花
工
房
三サ

ン
フ
ァ
ン
皇
」
の
社
長
だ
っ
た
川
瀬
逸
子
さ
ん
と
、

自
然
医
療
の
情
報
交
換
を
盛
ん
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

彼
女
は
ユ
ー
カ
リ
の
樹
液
が
毛
穴
か
ら
化
学
物
質
や
老
廃
物
を

効
率
よ
く
吸
い
出
す
こ
と
を
発
見
し
、
こ
れ
を
製
品
化
し
た
人
物

で
し
た
。
こ
の
樹
液
パ
ウ
ダ
ー
を
和
紙
の
袋
に
パ
ッ
ク
し
た
も
の

は
肩
こ
り
、
打
撲
な
ど
様
々
な
炎
症
を
速
や
か
に
回
復
さ
せ
る
優

れ
も
の
で
、
活
用
に
熟
達
す
れ
ば
大
変
重
宝
な
物
で
す
。

　

彼
女
は
元
々
は
バ
ラ
な
ど
の
綺
麗
な
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
製
作

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
、
植
物
の
油
脂
の
薬
効
を
体
感
し
た
と
い
っ

て
い
ま
し
た
。
皇
后
様
に
も
献
上
申
し
上
げ
ま
し
た
と
、
自
慢
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
蓮
の
茎
の
乳
液
の
薬
効
や
、
香
り
の
癒
し
な

ど
話
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

蓮
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
は
無
理
で
し
ょ
う
か
？
と
聞
き
ま
す

と
、「
あ
の
花
ビ
ラ
は
水
分
が
多
く
、
乾
燥
す
る
と
茶
褐
色
に
変

色
し
形
を
保
つ
の
が
難
し
い
」
と
の
こ
と
、「
花
自
体
が
散
り
や

す
く
、
真
空
乾
燥
機
で
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
に
で
も
し
な
い
と
無

理
か
も
？
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

姿
を
心
（
情
報
な
ど
）
の
現
れ
と
観
れ
ば
、
蓮
の
花
の
形
に

と
、
走
っ
て
き
ま
し
た
。「
え
っ
？　

う
そ
！
」
と
思
い
ま
し
た

が
、
行
っ
て
み
る
と
、
何
と
枯
れ
き
っ
た
茎
に
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

の
蓮
（
写
真
上
の
よ
う
に
）
が
垂
れ
下
が
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

花
の
サ
イ
ズ
は
高
さ
４
・
５
㎝
、
短
幅
５
㎝
×
長
幅
７
㎝
、
外

側
の
最
も
大
き
い
花
弁
は
、
長
さ
６
㎝
幅
４
㎝
程
で
す
。
残
念

な
が
ら
、
梅
の
木
の
葉
に
隠
れ
て
咲
い
て
い
た
た
め
花
を
観
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
咲
い
た
時
点
で
の
サ
イ
ズ
か
ら
ど
の
く
ら
い

縮
小
し
た
の
か
不
明
で
す
。

　

分
解
し
て
中
を
覗
け
ば
、
開
花
１
日
目
か
２
日
目
か
判
明
し

ま
す
が
、
そ
れ
以
上
の
意
味
が
無
く
愛
着
を
感
じ
ま
す
。
こ
の

ま
ま
保
存
し
姿
を
楽
し
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

蓮
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
作
れ
な
い
か
な
？
と
10
年
も
前
か
ら

時
々
考
え
て
い
た
ら
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
天
然
の
も
の
が
出

来
て
い
た
の
で
す
。
十
年
一
昔
。
重
な
る
当
会
創
立
以
来
の
年

月
を
、
つ
く
づ
く
「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
感
慨
深
く
か
み
し
め
、

こ
れ
を
公
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

多
分
１
日
目
か
２
日
目
に
茎
が
折
れ
て
花
が
散
ら
ず
に
ぶ
ら

下
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
梅
の
樹
下
に
隠
れ
適
度
な
温
度
湿
度

で
花
の
形
を
留
め
た
よ
う
で
す
。

　

梅
雨
期
に
せ
っ
か
く
大
き
く
な
っ
て
き
た
花
芽
が
、
次
々
と

枯
れ
て
無
残
な
姿
を
見
せ
る
事
が
あ
り
ま
す
。「
嫌
な
こ
と
は

忘
れ
よ
う
。」
と
、
次
の
花
芽
を
心
待
ち
に
し
、
枯
れ
た
花
芽

を
顧
み
る
気
は
し
ま
せ
ん
。

　

こ
の
為
か
、
花
の
形
を
綺
麗
に
留
め
る
天
然
乾
燥
の
蓮
が
出

来
る
こ
と
な
ど
思
い
も
寄
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

自
然
の
成
せ
る
技
に
感
服
し
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
で
「
そ

う
か
！ 

散
ら
な
い
う
ち
に
逆
さ
吊
り
に
し
て
、
陰
干
し
す
る
と

人
為
的
に
作
れ
そ
う
だ
な
！
」
と
、
良
か
ら
ぬ
？  

思
惑
も
チ
ラ

リ
と
脳
裏
を
か
す
め
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
書
く
と
、
何
だ
か
悪
い
こ
と
を
唆
す
よ
う
な
気

も
し
ま
す
が
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
も
ま
た
活
花
に
組
み
込
ま
れ

た
文
化
の
一
つ
で
す
。
化
学
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
て
茶
褐

色
に
変
色
し
て
い
な
い
、
も
っ
と
綺
麗
な
色
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

が
出
来
た
ら
と
、
花
を
愛
で
る
女
性
が
喜
び
そ
う
な
新
し
い
時

代
の
光
景
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

　

華
道
界
に
も
登
場
し
た
ら
？
と
、
面
白
い
気
が
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
生
活
や
儲
け
ご
と
の
足
し
に
な
ら
な
い
閃
き
に
は
、
爽

や
か
な
楽
し
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　



　
「
い
つ
、
何
本
咲
い
た
の
？
」　

　
「
９
月
４
日
か
ら
３
本
で
す
。」

　
「
凄
い
な
～
今
年
は
咲
か
な
い
と
思
っ
て
い
た
よ
！　

色
は
？
」

　
「
赤
か
っ
た
で
す
。」

　

じ
ゃ
青
菱
紅
蓮
の
方
だ
っ
た
の
か
、
よ
か
っ
た
。
と
、
高
ぶ
る

気
持
ち
を
抑
え
て
思
わ
ず
ニ
コ
ッ
。

　
「
い
や
～
、
も
う
一
本
が
咲
か
な
く
て
」
と
、
長
野
君
が
少
し

表
情
を
曇
ら
せ
ま
し
た
が
、

　
「
気
に
し
な
い
で
！ 

ま
た
送
る
か
ら
。」
と
、
い
っ
て
気
分
を
直

し
て
も
ら
い
銀
座
で
別
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
の
蓮
は
、
２
０
０
６
年
の
会
誌
10
号
14
～
15
頁
に
当
会

の
南
会
長
が
調
査
結
果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
右
の
地
図
に
見
ら

れ
る
箇
所
（
各
／
白
色
の
▼
印
）
が
そ
れ
で
す
。

　

佐
呂
間
（
上
／
黄
色
の
▼
印
）
に
蓮
の
蓮
を
咲
か
せ
る
の
は
お

そ
ら
く
記
録
上
初
め
て
で
し
ょ
う
。
佐
呂
間
は
昨
年
の
積
雪
は
最
大

70
㎝
程
で
、
５
月
始
め
で
も
日
陰
に
は
雪
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、

　

今
年
５
月
20
日
に
、
北
海
道
の
サ
ロ
マ
湖
か
ら
約
７
㎞
南
下
し

た
所
に
あ
る
、
天
台
宗
多
門
寺
の
法
嗣
、
長
野
祐
順 

君
に
青
菱
紅

蓮
、
ミ
セ
ス
・
ス
ロ
ー
カ
ム
の
蓮
根
を
送
り
ま
し
た
。

　
「
実
家
が
農
家
な
の
で
、
多
分
咲
か
せ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。」

と
彼
は
、「
そ
こ
（
湖
か
ら
12
㎞
南
下
、
常
呂
郡
佐
呂
間
町
若
佐
）

に
鉢
植
え
し
ま
す
。」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ひ
と
月
程
鉢
に
浮
か
し
て
、
成
長
具
合
を
睨
み
な
が
ら
北
海
道

の
気
候
を
見
計
ら
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今
年
は
根
付
く
だ
け

で
も
（
来
年
用
の
蓮
根
が
出
来
れ
ば
）
と
心
配
し
つ
つ
、毎
年
「
植

替
実
習
の
例
会
」
で
配
布
し
て
い
る
『
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
同
封

し
て
お
き
ま
し
た
。

　

11
月
24
日
、
久
し
ぶ
り
に
長
野
君
に
会
う
と
、
目
を
見
開
き
嬉

し
そ
う
に
、

　
「
赤
い
の
が
一
種
類
咲
き
ま
し
た
」
と
、
報
告
を
受
け
、

　
「
う
ぁ
ー
ラ
ッ
キ
ー
」
と
気
分
が
高
揚
し
ま
し
た
。

夏
は
気
温
が
30
度
を
超
え
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
８
月

で
も
15
度
以
下
と
な
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
、
こ
う
な
る
と
１
日
10
㎝

以
上
も
の
ス
ピ
ー
ド
で
成
長
す
る
蓮
の
花
芽
や
、
蕾
、
茎
な
ど

に
は
致
命
傷
で
そ
れ
っ
き
り
成
長
が
止
ま
り
ま
す
。

　

道
南
、亀
田
郡
七
飯
町（
下
／
黄
色
の
▼
印
）の
親
戚
に
私
の
送
っ

た
蓮
が
あ
り
、
毎
年
冬
場
は
鉢
を
池
に
沈
め
て
越
冬
さ
せ
、
５
年

ほ
ど
連
続
咲
か
せ
た
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
清
里
町
（
澄
色
の
▼
印
）
で
、「
誠
蓮
」
の
水
田
植
栽
の

成
功
例
が
あ
る
の
で
期
待
と
心
配
が
入
り
交
じ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
の
気
候
は
、
内
陸
部
の
乾
燥
（
低
温
下
）
と
、
海
水
の

高
温
化
が
目
立
ち
、
日
本
は
列
島
で
す
か
ら
北
海
道
も
気
候
的

に
か
な
り
暖
か
く
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
道
南
の
松
前
沖
で
は

大
型
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
か
な
り
の
水
揚
げ
と
聞
き
ま
す
。
10
年
前

に
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
大
丈
夫

と
判
断
し
た
時
期
と
、
写
真
の
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
時
々

急
低
下
す
る
外
気
温
か
ら
守
っ
て
育
て
た
こ
と
が
功
を
奏
し
、
３

本
も
咲
か
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

12
月
２
日
、
長
野
君
の
デ
ジ
カ
メ
の
液
晶
画
面
を
覗
か
せ
て
貰

う
と
、
な
ん
と
ミ
セ
ス
・
ス
ロ
ー
カ
ム
で
し
た
。
長
野
君
は
初
め

て
蓮
を
観
た
の
で
、
赤
い
と
し
か
思
え
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
「
来
年
は
真
っ
赤
と
、
真
っ
白
い
蓮
を
送
る
か
ら
ね
！
」
と
、

言
い
ま
し
た
ら
、
嬉
し
そ
う
に
ニ
ッ
コ
リ
し
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
９
日
、
会
長
か
ら
の
電
話
で
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
、「
分
根
し

て
頂
い
た
ミ
セ
ス
・
ス
ロ
ー
カ
ム
が
、
９
月
４
日
に
サ
ロ
マ
湖
で
咲

き
ま
し
た
よ
！
」
と
報
告
し
ま
す
と
、
以
前
、
北
広
島
の
〝
鶴
の
湯
〟

で
も
９
月
に
咲
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
北
海
道
の
蓮
根
植
付
け
は
、

気
候
的
に
５
月
初
旬
か
ら
中
旬
頃
が
無
難
そ
う
で
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

※
同
封
の
「
し
お
り
」
は
関
戸
慈
誠
会
員
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。

- ６ -

ミセス・スローカム


